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全
員
バ
レ
ー
で
東
京
学
館
が

２
年
連
続
13
度
目
の
優
勝

撮影◉嶋田健一（スタジオ嶋田）、井上和男（編集部）　文◉井上和男（編集部）

新潟県
高校1・2年生大会

第43回

2023.1.28－30
新発田市カルチャーセンターほか

男女共に現段階で県の２強とされるチーム同士の決勝戦。男子
は東京学館新潟が第41回大会に続く連覇。女子は新潟中央が
11年ぶりに栄冠を勝ち取った。 （昨年度大会はコロナ禍により中止）。

運
命
の 一球

決
め
ろ
!

高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（上）今年の東京学館新潟は守備力の高さが特長。最
後まで諦めないプレーが勝利をもたらした　
（右）坪谷のスパイクが相手ブロックに吸い込まれ、逆転
で第２セットも奪取

ブロックを撃ち抜く上越総合技術の松木。絶対エース
としてのプライドは見せた

前々回の春高県予選で勝って以来の県制覇に、選手た
ちは喜びを爆発

決勝男子

東京学館新潟 2 0 上越総合技術25
27
-
-

21
25

東京学館新潟はエースの皆木海人（4番、2年）を中心に、攻守で粘り強く戦った

坪
谷
陽
向
（
１
年
）
の
ス
パ
イ
ク
が
相

手
ブ
ロ
ッ
ク
に
吸
い
込
ま
れ
た
瞬

間
、
大
会
史
上
最
多
と
な
る
13
度
目

の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
コ
ー
ト

を
駆
け
回
っ
て
歓
喜
し
た
。

　
「
自
信
に
つ
な
が
る
」。
渡
辺
健
太
郎
監
督
も
、

キ
ャ
プ
テ
ン
の
髙
橋
快
（
２
年
）
も
口
を
そ
ろ
え

て
言
っ
た
。

　

ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
と
は
い
え
２
セ
ッ
ト
と
も
接

戦
。
第
２
セ
ッ
ト
で
は
セ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
を
握
ら

れ
な
が
ら
27
‒
25
と
逆
転
し
た
。

　

相
手
は
絶
対
エ
ー
ス
松
木
太
一
（
２
年
）
を
擁

す
る
上
越
総
合
技
術
。
昨
年
の
春
高
バ
レ
ー
県
予

選
準
決
勝
で
1
‒
2
と
敗
れ
て
い
る
。
そ
の
前

の
県
総
体
も
決
勝
で
敗
れ
（
1
‒
2
新
発
田
中

央
）、
昨
年
は
１
度
も
頂
点
に
立
て
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
県
総
体
13
回
、
春
高
県
予
選
（
県
選

手
権
）
14
回
の
優
勝
歴
を
誇
る
チ
ー
ム
に
と
っ

て
、
自
信
を
取
り
戻
す
た
め
に
何
が
何
で
も
勝
ち

た
か
っ
た
。

　
「
全
員
が
拾
っ
て
全
員
が
打
つ
こ
と
を
ベ
ー
ス

に
、守
備
か
ら
リ
ズ
ム
を
作
り
出
す
」（
渡
辺
監
督
）

の
が
今
年
の
新
チ
ー
ム
の
特
徴
。
決
勝
で
も
上
越

総
合
技
術
の
攻
撃
を
粘
り
強
く
拾
う
シ
ー
ン
が
再

三
見
ら
れ
た
。

　
「
今
年
は
、例
年
に
比
べ
て
守
備
の
で
き
る
チ
ー

ム
で
す
。サ
ー
ブ
レ
シ
ー
ブ
が
特
に
優
れ
て
い
る
。

優
勝
で
き
た
自
信
を
バ
ネ
に
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
、
春
高
（
の
予
選
）
を
勝
ち
切
っ
て
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
す
」（
髙
橋
）

　

敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
上
越
総
合
技
術
は
春
高

で
全
国
大
会
を
経
験
し
た
選
手
が
残
り
、
夏
ま
で

に
巻
き
返
し
て
く
る
は
ず
。
今
大
会
ベ
ス
ト
４
に

残
っ
た
関
根
学
園
、
巻
、
そ
し
て
準
々
決
勝
で
東

京
学
館
新
潟
に
フ
ル
セ
ッ
ト
で
敗
れ
た
佐
渡
も
侮

れ
な
い
。

巻

日 本 文 理

佐 渡 総 合
新 津
長 岡 工 業

新 潟 第 一

柏 崎

小 千 谷
万 代

新 発 田 中 央
三 条 商 業

新 潟 工 業
三 条 東

村 上 桜 ヶ 丘

新 潟 西
長 岡

新 潟 南

帝 京 長 岡

上 越 総 合 技 術

長 岡 高 専
北 越

関 根 学 園

村 上

新 潟 明 訓
新 発 田 南

長岡農業・中越・加茂農林

三 条
東 京 学 館 新 潟

佐 渡
加 茂

新 発 田

高 田
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東
京
学
館
新
潟

（
2
年
連
続
13
回
目
）

優 勝

2 025 ‒ 21
27 ‒ 25

準優勝 第３位 第３位

上越総合技術 巻 関根学園
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セ
ッ
ト
終
盤
で
明
暗

新
潟
中
央
が

11
年
ぶ
り
に
頂
点

新
潟
中
央
は
春
高
バ
レ
ー
を
戦
い
終
え

て
１
月
９
日
に
帰
郷
。「（
３
年
生
が

抜
け
て
）
相
当
大
き
な
穴
。
勝
つ
要

素
が
見
え
な
か
っ
た
」（
佐
藤
淳
司
監
督
）
と
、
調

整
が
十
分
で
は
な
い
状
態
で
臨
ん
だ
。
佐
藤
監
督

と
選
手
自
身
に
と
っ
て
は
新
チ
ー
ム
が
ど
ん
な
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
推
し
量
る
た

め
の
大
会
で
あ
り
、
決
勝
戦
だ
っ
た
。

　

第
１
セ
ッ
ト
の
新
潟
中
央
は
、
左
利
き
の
星
野

柚（
２
年
）が
繰
り
出
す
ス
ラ
イ
ス
が
効
い
た
サ
ー

ブ
な
ど
で
相
手
レ
シ
ー
ブ
を
崩
し
て
序
盤
を
リ
ー

ド
。
長
岡
商
業
の
セ
ッ
タ
ー
外
山
杏
奈
（
２
年
）

の
華
麗
な
ト
ス
回
し
に
翻
弄
さ
れ
て
一
時
追
い
付

か
れ
た
が
、
終
盤
で
突
き
放
し
た
。

　

第
２
セ
ッ
ト
は
、
長
岡
商
業
の
拾
っ
て
つ
な
ぐ

粘
り
の
バ
レ
ー
の
前
に
新
潟
中
央
は
序
盤
で
４

点
リ
ー
ド
さ
れ
る
。
し
か
し
、
再
び
サ
ー
ブ
が
決

ま
り
出
し
た
中
盤
、
16
‒
16
と
同
点
に
。
そ
こ
か

ら
お
互
い
が
持
ち
味
を
発
揮
し
な
が
ら
一
進
一
退

の
攻
防
と
な
っ
た
。
終
盤
、
肝
心
な
場
面
で
サ
ー

ブ
ミ
ス
を
出
し
た
長
岡
商
業
に
対
し
、
新
潟
中
央

は
大
塚
彩
葉
（
２
年
）
の
ク
ロ
ス
ス
パ
イ
ク
で

23
‒
20
。
そ
し
て
24
‒
22
か
ら
再
び
大
塚
の
ス
パ

イ
ク
が
決
ま
り
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２
‒
０
で
11

年
ぶ
り
２
度
目
（
昨
年
度
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
中
止
）
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

（上）11年ぶりに優勝を決めた新潟中央。「最後は自分が
決めてやる、自分に持って来いって感じでした」と、大塚は
スパイクを決めた右手を挙げて歓喜。　（右）長岡商業の
セッター外山杏を中心に食い下がったが、１歩及ばす

熱いキャプテンシーでチームを鼓舞した遠藤葵（２年、１番）。

　

昨
年
の
春
高
バ
レ
ー
県
予
選
決
勝
と
同
じ
組
み

合
わ
せ
と
な
っ
た
女
子
の
頂
上
決
戦
。
全
国
大
会

を
目
指
す
両
校
に
と
っ
て
、
相
手
は
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
壁
。

　
「
ス
ト
レ
ー
ト
で
取
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
戦

力
分
析
も
で
き
た
。
こ
の
勝
ち
は
６
月
（
の
県
総

体
）
に
向
け
て
相
当
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
な
っ

た
」（
佐
藤
監
督
）

　

一
方
の
長
岡
商
業
は
身
上
と
す
る
拾
う
バ
レ
ー

は
健
在
で
、
外
山
杏
の
ト
ス
ワ
ー
ク
も
秀
逸
。
ア

タ
ッ
カ
ー
陣
の
奮
起
に
期
待
し
た
い
。

第２セット24-22から大塚が決勝のスパイクを決める

決勝女子

新潟中央 2 0 長岡商業25
25
-
-

22
22

小田嶋美月（2年）が相手スパイクを止める。
「ブロックが効いていた」（佐藤監督）

新 潟 南

上 越

佐 渡

柏 崎 常 盤
新 発 田 中 央

帝 京 長 岡

新 潟 西五 泉

見 附
新 潟 中 央

新 潟 青 陵

新 発 田 農 業

高 田 北 城
十 日 町

加 茂 暁 星

新 津
小 千 谷

長 岡 商 業 関 根 学 園
佐渡総合・佐渡中等
北 越

新潟工業・新潟第一

巻 中 越

小 出
長 岡 大 手

長 岡

新 発 田 南

新 潟 向 陽
三 条
柏 崎

新
潟
中
央

（
11
年
ぶ
り
2
回
目
）

優 勝
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高校1・2年生大会

第43回
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北
越
、学
校
対
抗
戦
３
連
覇

エ
ー
ス
山
岸
は
単・複
と
合
わ
せ
３
冠

撮影◉嶋田健一（スタジオ嶋田） 
文◉井上和男（編集部）

新潟県
高校選抜大会
兼全国高校選抜大会新潟県予選

第51回

［ 2022.12.24－26／新潟市亀田総合体育館 ］

51回目を迎えた県選抜大会は、３日間にわたり学校対抗
戦、個人対抗戦のダブルスとシングルスが行われ、男子は
北越、女子は開志国際が全種目で優勝を成し遂げた。

学
校
対
抗
戦
、
個
人
対
抗
戦
ダ
ブ
ル
ス

（
複
）
と
シ
ン
グ
ル
ス
（
単
）
の
全
種

目
制
覇
を
狙
っ
て
い
た
北
越
に
と
っ

て
、
鬼
門
は
大
会
２
日
目
の
ダ
ブ
ル
ス
だ
っ
た
。

　

北
越
の
山
岸
拓
海
・
落
合
優
護
ペ
ア
（
共
に
２

年
）
が
決
勝
で
相
ま
み
え
た
の
は
、
開
志
国
際
の

寺
内
涼
・
渡
邊
麗
音
ペ
ア
（
共
に
２
年
）。
こ
の

大
会
の
１
カ
月
前
に
行
わ
れ
た
、
北
信
越
地
区
と

東
海
地
区
の
選
手
で
争
わ
れ
る
中
部
日
本
選
手
権

（
福
井
）
の
ダ
ブ
ル
ス
決
勝
で
、
１
‒
２
で
逆
転

負
け
を
喫
し
た
相
手
だ
っ
た
。

　
「
あ
の
試
合
は
足
が
つ
っ
て
し
ま
っ
た
。
次
は

絶
対
に
勝
っ
て
や
ろ
う
と
」（
落
合
）「
負
け
て
い

た
の
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
。
エ
ー
ス
ダ

ブ
ル
ス
と
し
て
負
け
て
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
」

（
山
岸
）。
第
１
ゲ
ー
ム
は
落
合
が
拾
っ
て
山
岸
が

決
め
る
パ
タ
ー
ン
で
立
ち
上
が
り
に
勢
い
に
乗
っ

て
押
し
切
り
、
第
２
ゲ
ー
ム
は
接
戦
を
も
の
に
し

て
借
り
を
返
し
た
。

　

北
越
は
、
前
日
の
学
校
対
抗
戦
で
開
志
国
際
に

3
‒
1
と
勝
利
し
て
３
連
覇
。
最
終
日
の
シ
ン

グ
ル
ス
で
は
山
岸
が
４
試
合
で
１
ゲ
ー
ム
も
落
と

さ
ず
に
完
勝
。
山
岸
は
3
冠
を
達
成
し
た
。

　

県
予
選
に
続
く
北
信
越
予
選
（
１
月
20
日
～
22

日
、
富
山
）
で
も
北
越
は
全
種
目
で
優
勝
。
山
岸

は
県
勢
史
上
初
の
北
信
越
3
冠
に
輝
い
た
。
北
越

は
岩
手
県
で
3
月
24
日
～
28
日
に
開
催
さ
れ
る
全

国
選
抜
大
会
に
出
場
す
る
。

決
め
ろ
!

運
命
の 一球

高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ダブルス準優勝の寺内涼（右）と渡邊麗音（左、共に２年）。北越最強ペアとの力の差はなく、今後も頂上決戦を繰り広げるだろう

「（試合の）流れが良かった」。因縁のペアに完勝し、優勝を決めて落合が吠えた

山岸は県選抜後に開かれた北信越大
会でも県勢初の３冠に（写真は県大会）

落合（手前）が粘って拾い、山岸（奥）が決める。ダブルス決勝も得意パターンが冴えた
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柏崎

長岡

佐渡総合

新潟江南

開志国際

高田北城

日本文理

帝京長岡

北越

加茂農林

開志国際

北越

新発田中央

小千谷

上越総合技術

北越

佐渡

北越

佐渡

長岡向陵

直江津中等

万代

開志国際

山
岸 

拓
海

落
合 

優
護

（
北
越
）

優勝
前山 伶音
和久井 遥斗
髙野 大和
中川 敬太
近藤 颯太
平 宝来
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Women’S 060061

開
志
国
際
、女
王
の
貫
禄

単・複
も
制
し
て
完
全
優
勝

女
子
は
開
志
国
際
が
学
校
対
抗
戦
、
個

人
対
抗
戦
ダ
ブ
ル
ス
と
シ
ン
グ
ル
ス

を
全
て
制
し
た
。
シ
ン
グ
ル
ス
は
１

と
２
位
、
ダ
ブ
ル
ス
は
ベ
ス
ト
４
を
独
占
。
圧
倒

的
な
力
を
見
せ
つ
け
た
。

　

エ
ー
ス
の
深
井
ゆ
あ
（
２
年
）
は
、「
自
分
は

ダ
ブ
ル
ス
が
不
得
意
で
（
ペ
ア
を
組
む
２
年
笹
川

凛
に
）
頼
っ
て
ば
か
り
な
ん
で
す
け
ど
、
絶
対
勝

と
う
と
、２
人
の
気
持
ち
が
一
致
し
て
い
ま
し
た
」

と
、
身
上
と
す
る
粘
り
の
プ
レ
ー
で
シ
ャ
ト
ル
を

拾
い
ま
く
り
、
ダ
ブ
ル
ス
と
シ
ン
グ
ル
ス
と
合
せ

て
３
冠
を
達
成
し
た
。

　

開
志
国
際
の
メ
ン
バ
ー
は
９
人
。
シ
ン
グ
ル
ス

の
み
出
場
の
水
澤
祐
月
も
ベ
ス
ト
8
に
入
っ
た
。

深
井
と
ペ
ア
を
組
む
キ
ャ
プ
テ
ン
の
笹
川
が
言
う
。

　
「
自
分
は
ダ
ブ
ル
ス
メ
イ
ン
で
や
っ
て
い
る
の

で
、
本
職
は
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
開
志

国
際
は
い
つ
も
一
番
を
目
指
し
て
戦
っ
て
い
る
。

全
員
で
勝
ち
取
っ
た
優
勝
で
す
」

　

覇
権
を
奪
還
し
た
学
校
対
抗
戦
は
２
年
ぶ
り
３

度
目
の
優
勝
。
女
王
の
風
格
が
漂
っ
て
い
た
。

　

北
信
越
予
選
に
臨
ん
だ
県
勢
２
校
の
う
ち
、
日

本
文
理
は
準
々
決
勝
で
敗
退
し
た
も
の
の
、
開
志

国
際
は
準
優
勝
。
ブ
ロ
ッ
ク
第
２
代
表
と
し
て
全

国
選
抜
大
会
（
3
月
24
日
～
28
日
、
岩
手
）
に
出

場
す
る
。
ま
た
、
ダ
ブ
ル
ス
で
笹
川
・
深
井
の
ペ

ア
、
深
井
は
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
全
国
大
会
出
場
を

決
め
た
。

新潟県
高校選抜大会
兼全国高校選抜大会新潟県予選

第51回
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ダブルスで優勝した深井（奥）と笹川（手前）のペア。深井はシングルスも勝って3冠

決
め
ろ
!

運
命
の 一球

高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ダブルス準優勝の西浦優羽（２年、左）と池内暖（１年、右）。第２ゲームは持ち前の運動量でNo.１ペアに食い下がった

学校対抗戦で準優勝した日本文理。２年前から１つ順位を上げた

開志国際の深井はシングルスでチーム
メイトに勝って３冠

全種目制覇した開志国際のメンバー



小学４年生以下の選手で構成したチー
ムによる新潟日報杯新潟県U10フレッ
シュバスケットボール大会。３年ぶりの
開催となり、16回目を迎えた今大会に
は男女それぞれ16チームが出場し、
トーナメント方式で優勝チームを決定。
女 子 はfighting girls KAMEDA

（新潟支部）、男子は希望フェニックス
（中越支部）が栄冠を勝ち取った。

撮影◉星野健一（Office ANDANTE）
         渡邉俊介（フリーランス） 
　文◉井上和男（編集部）
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女
子
優
勝
のfighting girls K

A
M

ED
A

は
、

特
長
と
す
る
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
力
を
存
分
に
発
揮
。

２
回
戦
の
大
淵
丸
山
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｓ
！（
新
潟
支
部
）

と
の
接
戦
を
も
の
に
す
る
と
、
勢
い
に
乗
っ
た
。

　
「
上
級
生
が
い
な
い
中
、
最
初
は
か
な
り
緊
張

し
て
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
を
す
る
の

に
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
後
半
に
な
っ
て
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
が
機
能
し
出
し
ま
し
た
。
大
き
な
大
会

で
、
保
護
者
の
前
で
プ
レ
ー
で
き
て
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
」
と
、
古
山
晃
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
。

　

今
大
会
の
目
標
は
優
勝
だ
っ
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン

の
坂
井
志
乃
巴（
４
年
）は
「
う
れ
し
い
で
す
。
み

ん
な
で
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
頑
張
っ
て
オ
フ
ェ
ン
ス

に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
」。
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の

平
松
幸
華（
４
年
）は
「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
オ

フ
ェ
ン
ス
も
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
も
頑
張
っ
た
結
果
。

５
年
生
に
な
っ
て
も
み
ん
な
で
優
勝
を
目
指
し
ま

す
」
と
、
笑
顔
で
語
っ
た
。

新潟日報杯 第16回 
新潟県U10フレッシュバスケットボール大会

1.28-29 
新潟市南区・白根カルチャーセンター／中之口体育館

女子は fighting girls KAMEDA
男子は希望フェニックスが戴冠

新潟日報杯 第16回
新潟県U10フレッシュバスケットボール大会

　

男
子
優
勝
の
希
望
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
も
、
準
決
勝

で
強
豪
の
Ｂ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
１
点
差
で
勝
っ
た

こ
と
で
自
信
を
つ
け
頂
点
に
上
り
詰
め
た
。

　
「
初
戦
か
ら
全
力
で
戦
っ
た
か
ら
Ｂ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
に
も
勝
つ
こ
と
が
で
き
て
決
勝
ま
で
行
け

た
。
み
ん
な
が
頑
張
り
ま
し
た
」
と
キ
ャ
プ
テ
ン

の
大
川
陸
。
大
川
を
は
じ
め
と
し
て
、
チ
ー
ム
15

人
中
14
人
が
4
年
生
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
抜
群

に
い
い
。
優
勝
が
決
ま
っ
た
後
、
大
川
を
胴
上
げ

し
た
の
も
そ
ん
な
仲
の
良
さ
の
表
れ
だ
ろ
う
。

　
「
練
習
好
き
が
集
ま
っ
て
い
る
チ
ー
ム
。
い
い

意
味
で
バ
ス
ケ
バ
カ（
笑
）。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

役
割
を
感
じ
な
が
ら
練
習
を
や
っ
て
い
る
ん
で

す
。
自
主
性
が
あ
り
、
主
体
的
で
、
全
員
が
エ
ー

ス
で
す
」
と
、
教
え
子
た
ち
が
誇
ら
し
げ
な
瀬
下

優
子
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
。

　

優
勝
の
下
馬
評
が
高
か
っ
た
中
、
元
気
い
っ
ぱ

い
の
15
人
が
の
び
の
び
プ
レ
ー
で
栄
冠
を
勝
ち

取
っ
た
。

106107 NIIGATA Sports Magazine


	高校バレーボール.pdf
	StdN23春_018-022新潟県1.2年生大会詳報_Part1
	StdN23春_018-022新潟県1.2年生大会詳報_Part2

	高校バドミントン.pdf
	StdN23春_058-062選抜大会詳報_Part1
	StdN23春_058-062選抜大会詳報_Part2

	U10バスケ_Part1.pdf

